
PDF issue: 2025-08-31

特集「歴史研究と文化財」の趣旨と展望

SAWATO, Hirosato / 澤登, 寛聡

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
52

(開始ページ / Start Page)
1

(終了ページ / End Page)
3

(発行年 / Year)
1999-09-30



『
法
政
史
学
』
を
刊
行
す
る
法
政
大
学
史
学
会
は
一
九
五
○
年
九
月
の
設
立
に
な
る
が
、
設
立
の
母
胎
と
な
っ
た
文
学
部
史
学
科
は
、
一
九

三
七
年
四
月
、
高
等
師
範
部
に
歴
史
地
理
学
科
が
設
置
さ
れ
た
の
を
嗜
矢
と
す
る
。
’
九
四
七
年
四
月
に
は
、
新
制
の
大
学
令
に
よ
っ
て
文
学

部
第
二
部
歴
史
地
理
学
科
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
一
九
四
九
年
四
月
、
文
学
部
第
二
部
に
史
学
科
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
が
史
学
会
設
立
の
契

機
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
六
一
年
四
月
、
第
二
部
の
募
集
を
停
止
し
て
文
学
部
第
一
部
に
史
学
科
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
、
’
九
四

八
年
一
○
月
に
は
通
信
教
育
部
に
も
文
学
部
史
学
科
が
設
置
さ
れ
、
一
九
五
二
年
四
月
に
は
、
大
学
院
に
人
文
科
学
専
攻
国
史
専
攻
修
士
課
程

’
’
九
五
四
年
四
月
に
日
本
史
学
専
攻
に
改
称
ｌ
が
設
け
ら
れ
て
発
展
の
礎
が
築
か
れ
た
．

こ
の
結
果
、
文
学
部
史
学
科
は
、
中
・
高
等
学
校
で
歴
史
教
育
に
携
わ
る
教
員
、
あ
る
い
は
、
ま
た
、
自
治
体
史
の
編
纂
職
や
博
物
館
学
芸

員
、
公
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
文
化
財
の
保
護
事
業
に
携
わ
る
専
門
職
と
い
う
よ
う
に
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

法
政
大
学
史
学
会
で
は
、
会
誌
『
法
政
史
学
』
が
一
九
九
八
年
一
一
一
月
を
も
っ
て
第
五
○
号
と
な
っ
た
の
を
記
念
し
、
同
年
六
月
一
一
一
一
日
、

市
ヶ
谷
校
地
五
八
年
館
八
一
一
一
三
番
教
室
で
の
例
会
に
お
い
て
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

本
特
集
は
、
こ
の
と
き
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
今
後
も
継
続
的
に
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
に
つ
い
て
交
流
と
議
論
を
積
み
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
会
員
有
志
の
意
見
に
も
と
づ
き
、
定
期
的
な
研
究
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
執
筆
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

特
集
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
の
趣
胃
と
展
望
（
様
奄
）

特
集
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
の
趣
旨
と
展
望
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寛
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な
か
に
あ
っ
て
法
政
大
学
史
学
会
は
多
く
の
卒
業
生
を
擁
す
る
歴
史
学
の
研
究
・
交
流
の
場
と
し
て
発
展
し
、
一
九
五
三
年
一
二
月
に
創
刊
さ

れ
た
『
法
政
史
学
」
は
、
こ
れ
ら
会
員
相
互
の
研
究
・
交
流
を
促
す
会
誌
と
し
て
貴
重
な
研
究
上
の
成
果
を
掲
載
し
て
き
て
い
る
。

歴
史
学
は
人
間
の
過
去
の
社
会
的
生
活
の
変
遷
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
の
社
会
生
活
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
研

究
の
基
礎
と
な
る
素
材
・
対
象
は
無
限
に
広
い
。
こ
こ
で
い
う
文
化
財
が
、
こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
の
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
人
間
が
、
天
然
と
関
わ
り
あ
う
な
か
で
織
り
な
し
て
き
た
人
間
的
な
自
然
、
こ
れ
ら
を
も
含
む
人
類
の
活
動
の
文

化
的
所
産
の
全
て
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

歴
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
は
史
料
と
称
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
財
の
調
査
・
研
究
を
通
じ
て
新
た
な
る
価
値
を
発
見

す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
保
存
・
修
復
へ
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
を
、
歴
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
文
化
財
と

は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
接
し
て
い
る
史

料
を
、
歴
史
学
徒
の
最
も
身
近
な
文
化
財
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
・
保
存
・
修
復
お
よ
び
活
用
の
学
問
的
意
義
を
、
歴
史
学
を

研
究
す
る
者
の
立
場
か
ら
改
め
て
問
い
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。

ま
た
、
近
代
か
ら
現
代
日
本
の
文
化
財
の
保
護
事
業
は
、
’
八
七
一
年
四
月
、
明
治
政
府
の
発
令
し
た
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
を
出
発
点
と

し
、
以
後
、
現
代
の
文
化
財
保
護
法
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
変
遷
史
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
国
の
法
と
指
導
、
お
よ
び
、
国
の
指
導

に
も
と
づ
く
地
方
自
治
体
の
条
例
・
指
導
に
よ
る
保
護
の
歴
史
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
年
に
あ
っ
て
文
化
財
の
保

護
は
、
国
や
地
方
自
治
体
だ
け
の
仕
事
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、
み
ず
か
ら
を
制
約

す
る
国
際
社
会
や
地
域
社
会
の
波
の
な
か
で
、
取
る
べ
き
針
路
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
確
な
の
か
も

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
で
採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約
の
批
准
国
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
屋
久
島
・
白

神
山
地
（
自
然
遺
産
）
、
姫
路
城
・
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
・
古
都
京
都
の
文
化
財
、
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
、
原
爆
ド
ー

ム
・
厳
島
神
社
（
文
化
遺
産
）
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
と
い
う
自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
の
国
境
を
超
え
た

保
存
組
織
の
積
極
的
な
保
存
へ
の
取
り
組
み
の
波
の
中
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

知
れ
な
い
。

法
政
史
学
筋
五
十
二
号
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も
と
よ
り
、
歴
史
研
究
と
文
化
財
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ
は
広
く
伏
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
て
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
っ

て
よ
い
。
し
か
し
、
今
回
の
特
集
が
、
歴
史
学
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
文
化
財
の
調
査
・
研
究
・
保
存
・
修
復
・
活
用
の
問
題
を
改
め
て
学
問

的
に
考
え
て
い
く
た
め
の
法
政
大
学
史
学
会
の
出
発
点
と
な
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
特
集
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。

一
方
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
眼
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
地
域
社
会
の
中
で
脈
々
と
遺
さ
れ
て
き
た
文
化
財
を
、
住
民
が
、
み
ず
か
ら
の
手

で
調
査
・
研
究
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
草
の
根
の
運
動
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
未
来
へ
残
す
べ
き
遺
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
壊
さ
れ
続
け
て
い
く
自
然
の
環
境
や
景
観
・
文
化
遺
産
を
保
存
す
る
た
め

に
、
地
域
の
住
民
や
一
般
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
保
護
の
た
め
の
組
織
を
設
立
し
、
こ
れ
に
よ
り
自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
を
買
い
取
っ
て
保

存
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
は
、
英
国
の
環
境
保
全
団
体
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
を
参
考
と
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
方
式
に
よ
っ
て
自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
を
、
人
々
が
使
用
・
活
用
し
な
が
ら
後
世
に
継
承
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
約
七
○
か
所
の
地
域
で
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
呼
ば
れ
る
非
政
府
系
・
非
営
利
系
の
共
同
組
織
の
登
場
と
活
躍
は
、
文
化
遺
産
の
保
護
を
、
主
要
に
は
国
や

自
治
体
と
い
う
公
の
組
織
が
独
占
し
て
き
た
時
代
か
ら
共
同
社
会
の
利
益
を
め
ざ
す
非
政
府
系
・
非
営
利
系
の
共
同
組
織
が
担
う
べ
き
時
代
へ

と
変
化
さ
せ
て
い
く
契
機
と
な
っ
て
き
た
徴
証
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
も
視
野
に
据
え
な
が
ら
歴
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
文
化
財
の
問

題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

と
も
あ
れ
、
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
含
み
な
が
ら
も
、
各
地
の
博
物
館
や
文
化
財
保
護
の
実
務
・
修
復
お
よ
び
活
用
に
関
わ
る
会
員
か

と
も
あ
れ
、
今
回
は
、
一

ら
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

も
と
よ
り
、
歴
史
研
究
‐

特
集
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
の
趣
旨
と
腿
型
（
瀧
蚕
）
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